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女
性
が
輝
く
岡
山
大
学へ

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

“
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
ション
”　

● 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生
　　　　　倉田　良純 さん 双日株式会社 執行役員

自動車本部長　　　　

● きらり岡大生 髙井　智光 経済学部経済学科４年

● News＆Topics　大学の動き／研究・臨床成果
● 編集後記
● 岡山大学生協　新グッズご紹介

リニューアルオープンした中央図書館
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●管理職セミナー
●交流サロン
●講演会

意識啓発

●人材登録バンクを利用した
　研究支援員制度
●女性サポート相談室
●研究スキルアップ講座
●保育施設等

研究サポート体制

●WTT教員制
●公募文書へのポジティブ・
　アクションの明記

雇　用

●おかやまサイエンス・トークでの
　研究紹介
●オープンキャンパスでの
　高校生への進路相談対応
●講演会等
●教養教育科目
●WTT教員交流会（メンタリング）

持続性

●HP
●ニュースレター

広　報

中期計画・
男女共同参画基本計画

～対 象～
研究者一般

～対 象～
女性研究者

魅
力
的

応 
募

支援室  相談窓口

支 

援
出産
育児
介護

進化プラン「持続性」
●ハイレベルな研究者
●幹部候補生

（採用枠）
３～５名/年

WTT博士課程修了
女子学生（留学生を含む）
本学・他大学・
国際交流締結校等

進化プラン「研究サポート体制」

能力が発揮出来る
研究環境整備と
評価を保障

テニュア枠
確保

●メンター・研究支援員
●代替研究員
●技術職員・PD・RA

人　材
登　録
バンク

進化プラン「雇用」

テニュア教員（常勤）

国際公募

研
究
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
充
実

公募・審査・採用（３～５名/年）
※事前に各研究科に照会し受入ポストを確保

任期５年

WTT 教員
（特任助教）

１日７時間 45 分勤務
専門業務型裁量労働制適用

１年目

５年目

３年目

●大学間協定・部局間協定を結ぶ世界各国の大学
●他大学・企業・行政・法人研究機関
●学内関係者

中間評価

採　用

評価・採用 WTT
人事協議会

WTT教員
評価委員会

受入部局教員
予備選考委員会

学外評価者
（２～３名）を含めた
客観性・透明性の
高い評価制度

基本
理念

基本
方針

５％6％

19％

19％

38％
13％

特集
Special Section

岡山大学では2011年度からの５年間における「男女共同参画推進基本
計画」を策定し、雇用・研究サポート体制・持続性の３本柱を軸に男女
共同参画を進めている。研究環境を整備し、ライフイベントに配慮した支
援を行いながら女性研究者の雇用を促進する「ウーマン・テニュア・トラッ
ク（WTT）教員制」や、子育てや仕事などの悩みに応じる「女性サポー
ト相談室」など、その具体的な取り組みを紹介する。

男女共同参画を推進する“ポジティブ・アクション”
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輝　

質
の
高
い
女
性
教
員
の
雇
用
促

進
・
育
成
を
目
的
に
、
岡
山
大
学

が
２
０
０
９
年
度
に
構
築
し
た
人

事
シ
ス
テ
ム
。
受
け
入
れ
る
研
究

科
に
お
い
て
自
立
し
た
研
究
者
と

し
て
の
実
績
を
積
み
、
採
用
基
準

に
達
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
者

を
テ
ニ
ュ
ア
教
員
と
し
て
採
用
し
て

い
る
。
W
T
T
教
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
メ
ン
タ
ー
教
員
を
配
置
。
必
要

に
応
じ
て
研
究
支
援
者
を
採
用
す

る
な
ど
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
配
慮

し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
女

性
教
員
が
持
て
る
資
質
・
能
力
を

教
育
・
研
究
に
遺
憾
な
く
発
揮
で

　

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
の
た
め

の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
０

年
１
月
に
開
設
。
両
立
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
子
育
て
の
た
め
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
者
は

延
べ
５
０
０
名
を
越
え
、
子
育
て
を
し

な
が
ら
働
く
女
性
た
ち
の
情
報
交
換
の

場
と
な
っ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
」

は
20
回
開
催
、
約
３
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
理
由

で
研
究
時
間
の
確
保
が
困
難
な
教
員
・

非
常
勤
研
究
員
を
対
象
に
研
究
支
援

員
を
配
置
。
実
験
補
助
や
研
究
デ
ー

タ
分
析
、
文
献
調
査
な
ど
の
研
究
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
２
０
１
１
年

度
以
降
、
男
性
も
利
用
で
き
る
よ
う

制
度
を
改
正
し
た
。

　

若
手
研
究
者
を
対
象
に
、

研
究
に
必
要
な
知
識
の
修

得
や
研
究
能
力
の
向
上
、

研
究
活
動
の
促
進
を
目

的
と
し
て
実
施
。
こ

れ
ま
で
に
外
部
資
金

獲
得
や
英
語
論
文
の

書
き
方
な
ど
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。

　

W
T
T
教
員
・
大
学
院
生
ら
が
県

内
及
び
近
県
の
中
学
校
・
高
校
に
出

向
き
、
理
系
の
魅
力
を
伝
え
る
サ
イ

エ
ン
ス
・
ト
ー
ク
や
、
研
究
内
容
の

一
端
を
体
験
で
き
る
サ
イ
エ
ン
ス
・

ト
ラ
イ
ア
ル
を
開
催
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
サ
イ
エ
ン
ス
の
魅

力
を
伝
え
、
女
子
中
高
生
の
理
系

分
野
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起

す
る
と
と
も
に
、
理
系
分
野
へ
の
進

路
選
択
を
支
援
し
て
い
る
。

※�2014年度、独立行政法人科学技術振興機構
　「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」に採択

岡山大学は高度な知の創成と的確な知の継承を通じて、
個人が性別にかかわらず能力を発揮し活躍することができる場を築くとともに、
男女共同参画社会の実現と人類社会の発展に貢献することを目指す。

1 教育・研究および就労における男女の均等な機会の保障 

2 教育・研究および就労と生活との両立支援 

3 男女共同参画の視点に立った人材育成 

4 男女共同参画に関する意識改革 

5 男女共同参画に関する取組における地域社会との連携 

　

岡
山
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
本
部
男
女
共
同

参
画
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
W
T
T

教
員
制
に
よ
る
女
性
教
員
雇
用
促

進
、
女
性
研
究
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
整

備
、
意
識
啓
発
・
広
報
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
浸
透
し
、
女
性
教
員
の
比
率

は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、
数
値

目
標
の
達
成
は
道
半
ば
の
状
況
。
女

性
教
員
の
上
位
職
・
管
理
職
へ
の
積

極
的
登
用
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
は
数
値
枠
設
定
や
支
援
の

た
め
の
基
盤
整
備
と
い
っ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、
組

織
や
個
人
の
意
識
改
革
も
重
要
。
岡

山
大
学
で
も
男
女
が
組
織
の
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
の
機

会
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
制
度

や
慣
行
の
あ
り
方
を
積
極
的
に
見

直
し
て
い
き
た
い
。

女性が
岡山大学へ

くWoman Tenure Track System

Support System

Continuation

 【雇　用】

 【研究サポート体制】

岡山大学における男女共同参画の取り組み

 【持続性】

相談内容

ウーマン・テニュア・トラック
（WTT）教員制

女性サポート相談室研究支援員
制度

研究スキルアップ
講座

〜リケジョへの誘い〜
おかやまサイエンス・トーク＆トライアル

■人間関係（プライベート）
■人間関係（職場）
■仕事と家庭・子育ての両立情報
■コンサルテーション
■キャリア
■その他

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
現
在
ま

で
に
19
名
の
W
T
T
教
員
を
雇
用

し
、
そ
の
内
10
名
が
審
査
を
経
て
、

テ
ニ
ュ
ア
教
員
に
採
用
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
W
T
T
教
員

の
研
究
内
容
・
成
果
等
を
紹
介
す

る
女
性
教
員
シ
ー
ズ
集
「
W
T
T

教
員
編
」
を
作
成
。
共
同
研
究
立

ち
上
げ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
本

学
の
産
学
官
連
携
機
構
と
も
連
携

し
、
学
内
外
へ
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

企
画
・
総
務
担
当
理
事

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
本
部
長
）

阿 

部
　
宏 

史

保育施設の設置・充実
　

次
世
代
育
成
支
援
室
が
中
心
と
な
り
、
保
育

体
制
の
整
備
・
充
実
、
研
究
と
家
庭
の
両
立
支

援
制
度
の
利
用
を
推
進
。
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
目
指
し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
企
業
と
し

て
、
次
世
代
認
定
マ
ー
ク
「
新
く
る
み
ん
」
を

取
得
し
た
。
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本特集では、WTT制で採用された西村美保助教（第Ⅰ期WTT教員）、
門田有希助教（第Ⅲ期WTT教員）の２人の研究者を紹介する。

特集
Special Section

NISHIMURA　Miho　（32歳）
▶1982年　岡山県総社市生まれ
▶2005年　岡山大学理学部生物学科　卒業
▶2007年　�岡山大学大学院自然科学研究科博士前期課程

生物科学専攻　修了
▶2008年　日本学術振興会　特別研究員（DC2）
▶2010年　�岡山大学大学院自然科学研究科博士後期課程

バイオサイエンス専攻　修了
　　　　　岡山大学大学院自然科学研究科助教（特任）
▶2013年　岡山大学大学院自然科学研究科助教

MONDEN　Yuki　（30歳）
▶1985年　広島県府中市生まれ
▶2007年　京都大学農学部資源生物科学科　卒業
▶2009年　�京都大学大学院農学研究科修士課程農学専攻　修了
　　　　　�日本学術振興会　特別研究員（DC1）
▶2012年　�京都大学大学院農学研究科博士後期課程農学専攻　修了
　　　　　�岡山大学大学院環境生命科学研究科　助教（特任）
▶2015年　岡山大学大学院環境生命科学研究科　助教

備
が
必
要
。
大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
機
器
も

あ
る
。
せ
っ
か
く
進
学
す
る
な
ら
理
系
に
し

て
み
よ
う
」。
迷
い
は
な
か
っ
た
。

楽
し
い
こ
と
は
全
部
や
ろ
う 

　

大
学
院
時
代
は
、
光
合
成
を
研
究

す
る
傍
ら
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
高
校
の
授

業
を
手
伝
っ
た
。
週
１
回
、
４
時
間
、
生
徒

の
課
題
研
究
を
担
当
。
大
学
で
学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
た
が
、
相

手
は
年
齢
が
近
い
高
校
生
。「
教
え
る
と
い

う
よ
り
も
、
一
緒
に
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
と

い
う
方
が
正
し
い
」
と
笑
う
。
自
発
的
に
研

究
に
取
り
組
む
高
校
生
の
姿
に
、
刺
激
も
受

け
た
。 

　

ま
た
、
一
般
向
け
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
の

運
営
に
も
協
力
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
の
記
事
を
見
つ
け
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝
い
た
い
」
と

う
。
言
葉
の
壁
も
あ
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大

き
か
っ
た
も
の
の
、“
一
旗
揚
げ
よ
う
”
と

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
の
中
、
刺

激
を
受
け
な
が
ら
最
先
端
の
研
究
に
携
わ
っ

た
こ
と
は
今
に
つ
な
が
る
財
産
と
な
っ
た
。

　

留
学
中
の
支
え
に
な
っ
た
の
が
ハ
ウ
ス

シ
ェ
ア
の
友
人
た
ち
。
米
国
、
韓
国
、
台
湾

の
学
生
と
生
活
を
共
に
し
た
。
工
学
や
社
会

文
化
学
と
分
野
は
違
っ
て
も
、
国
を
離
れ
て

研
究
を
行
う
立
場
は
同
じ
。
行
き
詰
ま
っ
た

と
き
に
は
、友
人
た
ち
が
打
ち
込
む
姿
に「
自

分
も
頑
張
ろ
う
」
と
元
気
づ
け
ら
れ
た
。
休

み
の
日
に
は
、
互
い
に
母
国
の
料
理
を
振
る

舞
っ
た
り
、
旅
行
に
出
か
け
た
り
と
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ
な
が
っ
た
。 

心
強
い
支
え 

　

２
０
１
２
年
４
月
、
岡
山
大
学
の

W
T
T
教
員
制
で
採
用
さ
れ
、
本
格
的
な
研

究
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
当
時
を

「
十
分
な
資
金
と
研
究
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ

理
系
を
選
択�

 

　

植
物
が
浴
び
る
光

の
強
さ
と
光
合
成
の
関
連

な
ど
を
研
究
し
て
い
る

西
村
助
教
。
意
外
に
も

「
生
物
は
あ
ま
り
好
き
で

は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
面
白
さ
を
見
つ
け
た
か
っ

た
の
か
も
」
と
振
り
返
る
。 

　

小
学
生
の
頃
は
天
体
観
測
に
夢
中
に
。

休
日
に
は
倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
（
倉
敷
市
）

で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
賞
や
科
学
実
験

を
楽
し
ん
だ
。
中
学
校
で
は
、
国
語
の
先

生
の
影
響
で
哲
学
に
関
心
を
寄
せ
た
。
文

系
、
理
系
を
問
わ
ず
、
身
近
な
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
に
興
味
を
惹
か
れ
た
。 

　

現
在
に
つ
な
が
る
最
初
の
分
か
れ
道
と

な
っ
た
の
が
、高
校
時
代
の
文
理
選
択
。「
文

系
に
比
べ
て
理
系
の
研
究
に
は
専
門
の
設

研
究
の
可
能
性�

 

　

門
田
助
教
の
専
門
は
、
作
物
の
品

種
改
良
に
つ
な
が
る
育
種
学
。
サ
ツ
マ
イ
モ

や
イ
チ
ゴ
、
ダ
イ
ズ
な
ど
遺
伝
が
複
雑
で
こ

れ
ま
で
解
明
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
作
物
を

研
究
し
て
い
る
。
育
種
学
を
専
攻
し
た
き
っ

か
け
は
京
都
大
学
時
代
の
恩
師
の
言
葉
。「
農

業
は
、
人
類
を
救
う
」
と
大
き
な
夢
を
語
る

姿
に
胸
を
打
た
れ
た
。「
自
分
も
す
ご
い
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
研
究
っ
て
面

白
そ
う
」
と
、
恩
師
が
指
導
す
る
研
究
室
に

進
ん
だ
。

　

大
学
院
１
年
の
時
、
あ
る
特
徴
的
な

D
N
A
配
列
に
注
目
し
、
短
時
間
で
遺
伝
子

を
解
析
す
る
技
術
を
開
発
。
技
術
移
転
に
よ

り
、
他
の
研
究
機
関
で
も
次
々
と
利
用
さ
れ

た
。「
こ
れ
ま
で
の
殻
を
破
る
よ
う
な
技
術

を
自
ら
手
掛
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
が

持
つ
可
能
性
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
」
と
振

り
返
る
。

　

人
前
で
も
積
極
的
に
自
身
の
経
験
を
話
す

門
田
助
教
。
お
か
や
ま
サ
イ
エ
ン
ス
・
ト
ー

ク
で
は
中
高
生
に
向
け
て
「
皆
さ
ん
も
将
来
、

世
界
で
初
め
て
の
発
見
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
研
究
の
魅
力
を
語
っ
て
い
る
。
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
い
か

に
面
白
く
話
す
か
も
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
。「
お

笑
い
文
化
が
盛
ん
な
関
西
で
過
ご
し
た
影
響

か
な
」
と
笑
う
。

ア
メ
リ
カ
へ
留
学 

　

研
究
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
の

は
、
米
国
へ
の
２
年
間
の
留
学
経
験
。
米
国

で
は
大
学
院
生
で
も
一
人
前
の
研
究
者
と
み

な
さ
れ
、
常
に
結
果
が
求
め
ら
れ
た
。
教
授

か
ら
も
「
イ
ン
パ
ク
ト
の
高
い
研
究
成
果
を

挙
げ
な
さ
い
」
と
発
破
を
掛
け
ら
れ
た
と
い

申
し
出
た
。
大
学
院
の
終
盤
に
は
、
J
S
T

（
科
学
技
術
振
興
機
構
）
の
助
成
金
を
申
請

し
、自
ら
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
を
主
催
。ロ
ボ
ッ

ト
の
研
究
者
や
他
大
学
の
先
生
に
も
協
力
を

依
頼
。
参
加
者
を
募
る
た
め
、
開
催
地
付
近

の
図
書
館
前
で
ビ
ラ
配
り
を
し
た
り
、
新
聞

へ
の
告
知
記
事
の
掲
載
を
依
頼
し
た
り
と
奔

走
し
た
。 

　
「
楽
し
い
こ
と
は
全
部
や
ろ
う
」
と
興
味

を
持
っ
た
こ
と
に
は
何
で
も
挑
戦
し
て
き
た

西
村
助
教
。「
実
際
に
触
れ
て
感
じ
る
こ
と

で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
」。
サ
イ
エ
ン
ス

教
室
に
参
加
す
る
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
に
見
せ
る
笑
顔
と
驚
き

を
力
に
学
生
生
活
を
送
っ
た
。 

心
強
い
同
期
の
存
在 

　

博
士
課
程
の
最
終
年
度
。
研
究
者

と
し
て
の
道
を
進
む
か
迷
っ
て
い
た
と
き
、

岡
山
大
学
の
W
T
T
教
員
の
募
集
を
知
っ

た
。
背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
応
募
を
決
め
、

２
０
１
０
年
に
W
T
T
制
の
一
期
生
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
歩
み
を
決
め
る
二

度
目
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。「
同
じ
女

性
研
究
者
の
立
場
で
悩
み
を
共
有
で
き
る
同

期
の
存
在
が
心
強
か
っ
た
。
大
き
く
成
長
で

き
た
期
間
だ
っ
た
」。
W
T
T
期
間
の
３
年

間
を
こ
う
総
括
す
る
。 

　

現
在
も
光
合
成
の
研
究
に
ま
い
進
す
る

日
々
。
昨
年
か
ら
は
遺
伝
子
を
組
み
換
え
た

緑
藻
の
光
合
成
機
構
に
つ
い
て
の
実
験
を
新

た
に
始
め
て
い
る
。「
基
礎
研
究
を
通
じ
て
、

食
料
や
環
境
問
題
の
解
決
と
い
っ
た
多
く
の

人
に
役
立
つ
発
見
を
し
て
い
き
た
い
」。
さ

ら
な
る
研
究
の
発
展
に
向
け
、
意
欲
を
燃
や

す
。

れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
」
と
振
り
返
る
。

　

た
だ
、
学
生
と
は
異
な
る
立
場
で
担
う
研

究
や
、
初
め
て
行
う
教
育
活
動
に
は
戸
惑
っ

た
。
そ
ん
な
時
に
心
強
い
支
え
と
な
っ
た
の

が
、
メ
ン
タ
ー
教
員
の
存
在
だ
っ
た
。
研
究

や
教
育
、
学
生
指
導
に
つ
い
て
、
普
段
は
見

守
っ
て
く
れ
つ
つ
も
、
困
っ
た
時
に
は
的
確

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。

　

２
０
１
５
年
４
月
に
は
、
研
究
成
果
や
積

極
的
な
教
育
活
動
が
評
価
さ
れ
、
テ
ニ
ュ
ア

教
員
に
。
現
在
は
、
膨
大
な
遺
伝
子
デ
ー
タ

を
統
計
学
の
手
法
と
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
用
い
て
解
析
。
よ
り
良
い
品
種
改
良

（
病
害
に
強
い
、お
い
し
い
、栄
養
価
が
高
い
）

や
品
種
を
特
定
す
る
た
め
の
D
N
A
マ
ー

カ
ー
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。「
育
種
学
は

品
種
改
良
だ
け
で
な
く
、
既
存
品
種
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と
門
田
助
教
。
学
生

時
代
に
志
し
た
“
人
類
を
救
う
”
成
果
を
追

い
求
め
て
い
る
。

 【輝く女性研究者紹介】輝女性が
岡山大学へ

く

さまざまなことに興味を持ち、何でも挑戦 
光合成の研究からサイエンス教室まで

遺伝が複雑な作物に挑戦 
“ 人類を救う ” 成果を目指す

［大学院自然科学研究科 助教］

西 村  美 保  
（第Ⅰ期 WTT 教員）

［大学院環境生命科学研究科 助教］

門 田  有 希  
（第Ⅲ期 WTT 教員）



世
界
を
駆
け
る
商
社
マ
ン
に

Global Global

双日株式会社 執行役員 自動車本部長◆岡山大学法文学部経済学科卒

いちょう並木●No.77 ICHO NAMIKI 6 5ICHO NAMIKI No.77●いちょう並木

現地にとけ込み、仕事をつくる総合商社生活。
国を豊かにし、生活水準を向上する使命を胸に、
自動車分野で世界を飛び回る。

倉田 � 良 純

 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生  

K U R A T A  Y o s h i z u m i

タイで立ち上げた会社の
社長に就任した倉田さん

（左から６人目）▶

▶くらた　よしずみ　（62歳）
◦1953年　三重県生まれ�
◦1975年　岡山大学法文学部（現経済学部）卒�
　　　　　�日商岩井株式会社に入社�
◦1980年　ケニア・ナイロビ事務所�駐在�
◦1988年　サウジアラビア�Bakhashab�Brothers�Co.,�Ltd.出向�
◦1997年　�Mitsubishi�Motors�Philippines�Corporation�Senior�

Executive�Vice�President��
◦2004年　�ニチメン株式会社と日商岩井株式会社合併により
　　　　　�双日株式会社に商号変更
�　　　　　�自動車第二部長�
◦2005年　自動車第一部長
◦2007年　Hyundai�Motor�(Thailand)�Co.,�Ltd.�Director�President�
◦2012年　執行役員　機械部門長補佐�兼�自動車本部長�
◦2015年　執行役員　自動車本部長�

所 在 地： 東京都千代田区内幸町
事業内容： 総合商社
�
約50の国・地域で約410社のグループ
会社によって事業を展開する総合商
社。自動車やプラント、エネルギーや金
属資源、化学品、食料資源など各分野
で、物品の販売や貿易業をはじめ、各種
製品の製造販売、各種プロジェクトの企
画・調整、投資など多角的な事業を行う。

■双日株式会社

■ 

商
社
と
し
て
の
使
命

　
現
地
の
た
め
に
、
全
力
で
︱
。
海
外

の
赴
任
地
で
、
い
つ
も
心
掛
け
て
き
た

こ
と
の
一
つ
で
す
。 

　
総
合
商
社
の
仕
事
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
輸
出
入
を

は
じ
め
、
現
地
で
の
製
造
や
販
売
、
投

資
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
現
地

で
稼
い
だ
収
益
は
税
金
と
し
て
還
元
し
、

そ
の
国
を
豊
か
に
す
る
使
命
も
背
負
っ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
雇
用
を
つ
く
り
、
ひ
い
て
は
現
地
の

人
た
ち
の
生
活
水
準
を
向
上
し
て
い
く
。

そ
う
い
っ
た
商
社
の
仕
事
に
や
り
が
い

を
強
く
感
じ
、
使
命
感
を
持
っ
て
働
い

て
き
ま
し
た
。 

　

海
外
の
赴
任
先
は
ケ
ニ
ア
で
の
駐

在
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
出

向
を
含
め
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
で
勤
務
。

現
在
は
本
社
で
自
動
車
本
部

長
と
し
て
自
動
車
分
野
を
取

り
ま
と
め
、
さ
ら
な
る
事
業

拡
大
に
む
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

■ 

卓
球
を
契
機
に

　
　
　
　
築
け
た
信
頼

　
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
国

で
の
生
活
は
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
住
め
ば
都
で
す
。「
今
住
ん
で

い
る
場
所
が
世
界
で
一
番
」
と
考
え

て
生
活
す
る
と
、
現
地
の
人
と
の
交

流
も
楽
し
く
、
そ
の
国
の
こ
と
を
ど

ん
ど
ん
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

　

大
学
時
代
は
「
卓
球
学
部
卓
球
学

科
卒
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

ほ
ど
、
卓
球
部
で
部
活
漬
け
の
毎
日
。

家
族
も
一
緒
だ
っ
た
ケ
ニ
ア
や
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
は
卓
球
台
を
持
ち
込

み
ま
し
た
。
卓
球
を
契
機
と
し
た
仕

事
以
外
の
「
オ
フ
」
で
の
付
き
合
い

が
、
海
外
の
人
た
ち
と
の
距
離
を
縮

め
、
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
る
一
つ

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
と
に
か
く
赴
任
地
を
好
き
に
な
り
、

現
地
の
人
た
ち
に
接
し
、
相
手
を
信

じ
な
い
と
仕
事
は
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

■ 

変
化
を
見
据
え
る

　
商
社
を
就
職
先
に
選
ん
だ
の
は
、
日

商
岩
井
株
式
会
社
（
現
：
双
日
株
式

会
社
）
で
働
い
て
い
た
ゼ
ミ
の
卒
業
生

か
ら
話
を
聞
い
て
「
海
外
で
い
ろ
ん
な

仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
て
面
白
そ
う

だ
」
と
思
っ
た
か
ら
。
入
社
す
る
ま
で

海
外
に
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
入
社
当
時
は
現
代
の
よ
う
に
情
報
通

信
機
器
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
海
外

を
つ
な
ぎ
、
物
流
を
支
え
る
粋
な
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
F
A
X
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
、
簡
単
に
海
外
の
情
報
が

手
に
入
る
よ
う
に
な
る
と
状
況
は
一
変

し
ま
し
た
。
国
内
メ
ー
カ
ー
が
自
ら
世

界
の
企
業
と
や
り
と
り
す
る
た
め
、
駐

在
員
も
不
要
と
な
り
、「
商
社
冬
の
時

代
」
に
突
入
。
改
め
て
我
々
の
価
値
は

何
か
を
問
い
た
だ
す
期
間
で
し
た
。 

　

ま
た
、
現
地
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
起
こ
り
ま
す
。
ケ
ニ
ア
で
の
ク
ー

デ
タ
ー
、
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
、

湾
岸
戦
争
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
、

国
際
情
勢
や
経
済
情
勢
で
苦
労
や
悩
み

は
し
ば
し
ば
。
で
も
、
言
い
換
え
れ
ば
、

時
代
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
自
分

で
ク
リ
エ
イ
ト
し
て
い
く
力
を
発
揮
で

き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
最
近
は
物
流
を
担
う
だ
け
で
な
く
、

自
ら
海
外
で
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
り
、

完
成
品
の
販
売
や
部
品
の
仕
入
れ
な
ど

を
行
っ
た
り
と
、
よ
り
企
業
や
消
費
者

に
近
い
場
所
に
入
り
込
ん
で
い
く
よ
う

に
商
社
の
活
動
が
変
化
し
て
い
ま
す
。 

　
タ
イ
で
は
当
社
が
設
立
し
た
韓
国
車

の
輸
入
販
売
を
手
掛
け
る
会
社
の
初
代

社
長
に
就
任
。
経
済
成
長
が
著
し
く
、

継
続
し
て
自
動
車
需
要
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
地
域
で
の
事
業
強
化
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

■ 

次
の
世
代
へ

　

い
か
に
現
地
の
人
た
ち
の
中
に
と

け
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
会

話
の
き
っ
か
け
を
ど
う
持
つ
か
。
お
互

い
が
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
し
、
信
頼

関
係
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ず
に
大
切
な

こ
と
で
す
。 

　

職
場
で
も
言
い
続
け
て
い
ま
す
が
、

優
先
す
べ
き
１
番
は
自
分
の
健
康
、
２

番
目
は
家
族
。
仕
事
は
３
番
以
下
で
、

頑
張
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

仕
事
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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在学生紹介
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

インドのインターン先のオフィスで▲

  Okayama UniversityStudents of

桑の木RA（レジデント・アシスタント）

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、

前
に
進
む

多
様
な
文
化
を
尊
重
し
つ
つ
、

日
本
の
生
活
習
慣
に
慣
れ
て
も
ら
う

桑の木留学生宿舎で留学生と一緒に寮生活を送りながら、生活や交流が円
滑に行われるような寮生の自治、管理の補助を担っている。現在、
髙井さんを含め９人の日本人学生がRAとして、留学生の日常的
なトラブル解決、交流イベントの企画・運営などを通じて寮生
活や留学生活が有意義なものになるようにサポート。留学経
験のあるメンバーが多く、留学生との交流が盛んだ。岡山に
いながら留学体験を味わえる場所でもあることから、留
学に向けた準備期間としてRAになる学生もいる。

岡
山
大
学
津
島
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
る
桑
の
木

留
学
生
宿
舎
。
髙
井
智

光
さ
ん
（
経
済
学
部
経

済
学
科
）
は
留
学
生
の

日
常
生
活
や
勉
学
な
ど

を
支
援
す
る
「
桑
の
木

R
A
（
レ
ジ
デ
ン
ト
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
）」
と
し

て
留
学
生
と
同
じ
屋
根

の
下
で
生
活
し
て
い
る
。

桑
の
木
R
A
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
の
は

２
０
１
４
年
10
月
。
髙

井
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
て
ま

も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
。
留
学
時
、
髙
井
さ

ん
も
寮
に
住
み
、
現
地
の
R
A
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
た
。
R
A
と
の
交
流
が
大
き
な
支
え

に
な
っ
た
と
い
う
髙
井
さ
ん
は
す
ぐ
さ
ま
手

を
挙
げ
た
。
留
学
生
と
の
寮
生
活
を
通
じ
て

「
英
語
力
も
持
続
で
き
る
」
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
と
い
う
。

初
期
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ス

タ
ー
ト
当
初
は
手
探
り
の
連
続

だ
っ
た
。
寮
生
活
の
明
確
な
ル
ー

ル
や
規
則
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
問
題
が
発
生
す
る
た
び
に

R
A
メ
ン
バ
ー
で
会
議
を
開
い
た

り
、
担
当
教
員
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
り
し
て
対
応
し
て
き
た
。

留
学
生
は
原
則
１
年
間
し
か

寮
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
退

寮
後
、
日
常
生
活
な
ど
で
困
ら
ぬ

よ
う
、
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
し

な
が
ら
も
日
本
の
生
活
習
慣
に
少

し
で
も
慣
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
る

日
々
。
大
変
さ
も
あ
る
が
、
日

本
語
の
勉
強
を
手
伝
っ
た
り
、

パ
ー
テ
ィ
を
企
画
し
た
り
と
交

流
を
重
ね
る
髙
井
さ
ん
は
「
こ

こ
で
の
生
活
で
は
違
う
価
値
観
、

文
化
に
毎
日
触
れ
ら
れ
、
刺
激

が
あ
り
、
と
て
も
充
実
し
て
い

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
大
学
生
に
な
っ
た
ら
留
学
し
た
い
」。
中

学
生
の
頃
か
ら
、
そ
う
夢
見
て
き
た
。
だ
が
、

留
学
す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
と
委
縮
す
る

気
持
ち
も
あ
り
、
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
岡
山
大
学
国
際
セ
ン

タ
ー
（
現
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）

の
先
生
か
ら「
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
で
も
転
が
っ

て
い
る
。
常
に
情
報
を
収
集
し
、
い
か
に
行

動
す
る
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
そ
の
一

言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
情
報
収
集
に
力
を

入
れ
た
。
助
成
制
度
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
よ

い
と
知
り
、
気
持
ち
も
動
き
も
軽
く
な
っ
た

と
い
う
。

大
学
２
年
生
の
時
に
同
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
訪
れ
た
タ
イ
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、中
国
、韓
国
、

イ
ン
ド
に
足
を
運
ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
に
は
岡

山
大
学
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
E
P
O
K
）

を
利
用
し
て
３
年
生
の
夏
か
ら
１
年
間
留
学
。

イ
ン
ド
へ
は
経
済
産
業
省
の
国
際
即
戦
力
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
参
加
し
、
現
地
企

業
で
３
カ
月
間
、
就
労
体
験
を
し
た
。

初
め
て
の
海
外
と

な
っ
た
タ
イ
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
、国
連
、

J
I
C
A
、
N
G
O

で
働
く
日
本
人
た
ち

に
も
出
会
っ
た
。
彼

ら
が
た
だ
夢
を
語
る

だ
け
で
は
な
く
、
厳

し
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
も
実

践
躬
行
し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
、「
世
界

で
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
よ
り
は
っ
き

り
と
、
強
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
髙

井
さ
ん
。「
世
界
を
駆
け
回
り
、
日
本
と
世
界

を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し
た
い
」。
髙
井
さ
ん
の
次

な
る
夢
は
世
界
へ
と
続
い
て
い
く
。
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６
日　

�

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
が

「
第
３
回
岡
山
大
学
知
財
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
４
目
指
せ
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
」を
開
催

　

�13
日　

�

平
成
26
年
度「
学
生
文
化
奨
励
賞・

学
生
ス
ポ
ー
ツ
賞
」授
与
式
を
開

催
。個
人
の
部
１
１
７
人・
団
体
の

部
21
団
体
が
受
賞

　

�18
日　

�

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
の
佐
藤
将
也
さ
ん
と
博
士

前
期
課
程
の
友
廣
亮
介
さ
ん
が「
平

成
26
年
度
仁
科
賞
」を
受
賞

　

�18
日　

�

文
部
科
学
省
の
吉
田
光
成
企
画
官

を
招
き
、役
員
招
聘
特
別
講
演
会

を
開
催

　

�19
日　

�

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
グ
ロ
ー
バ
ル
実
践

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
向
け

て
」を
開
催

　

�20
日　

�

個
別
学
力
検
査
等
後
期
日
程
の
合

格
者
を
発
表

　

�25
日　

�

平
成
26
年
度
学
位
記
等
授
与
式
を

挙
行

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
井
上
剛
准
教

授
、
佐
田
渚
大
学
院
生
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
既

存
の
治
療
薬
が
効
か
な
い
て
ん
か
ん
患
者
に
効
く

ケ
ト
ン
食
療
法
の
仕
組
み
を
解
明
。
ケ
ト
ン
食
療

法
に
基
づ
く
て
ん
か
ん
治
療
薬
が
開
発
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
科
学
振
興
協
会

（
A
A
A
S
）
発
行
の
「Science

」
に
掲
載
。

�

（
３
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
藤
原
俊
義
教

授
、
白
川
靖
博
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
食

道
が
ん
に
対
す
る
腫
瘍
選
択
的
融
解
ウ
イ
ル
ス
製
剤

「
テ
ロ
メ
ラ
イ
シ
ン
」
を
用
い
た
放
射
線
併
用
ウ
イ

ル
ス
療
法
の
臨
床
研
究
を
推
進
。
７
例
の
食
道
が
ん

患
者
に
治
療
を
実
施
し
、
そ
の
安
全
性
と
有
効
性
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
。
第
１
０
６
回
米
国
が

ん
研
究
会
議
で
発
表
。�

（
４
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
高
橋
賢
助
教
、

成
瀬
恵
治
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ラ
ッ
ト
心

筋
細
胞
を
用
い
た
実
験
に
よ
っ
て
、
心
臓
細
胞
の
イ

オ
ン
チ
ャ
ネ
ルTRPM

4

の
発
現
を
抑
制
す
る
と
、

細
胞
の
活
性
を
維
持
し
て
心
筋
梗
塞
の
進
行
を
抑
え

ら
れ
る
こ
と
明
ら
か
に
し
た
。
米
科
学
誌
「PLoS�

ONE

」
に
掲
載
。�

（
４
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教
授
、
中
国

科
学
院
化
学
研
究
所
、
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学

の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
光
合
成
水
分
解
反
応
の

触
媒
で
あ
るM

n
4 CaO

5

ク
ラ
ス
タ
ー
と
類
似
の
モ

デ
ル
化
合
物
を
人
工
的
に
合
成
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
科
学
振
興
協
会
（
A
A
A
S
）
発

行
の
「Science

」
に
掲
載
。�

（
５
月
・
臨
時
発
表
）

　

�

13
日　

�

機
能
性
ナ
ノ
材
料
の
最
先
端
研
究

や
広
範
囲
な
異
分
野
融
合
か
ら
革

新
的
な
新
技
術
創
出
な
ど
を
目
指
す

「
ナ
ノ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
マ
テ
リ
ア

ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

�

13
〜
15�

日　

ア
ジ
ア
最
大
の
バ
イ
オ
展
／

国
際
会
議「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス 

ワ
ー
ル
ド 

２
０
１
５（
第
12
回
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」に
出
展

�

15
日　

�

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
地
方

創
生
＆
学
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
最
新

の
フ
ラ
ン
ス
ま
ち
づ
く
り
を
岡
山

の
地
方
創
生
に
活
か
す
」を
開
催

　

�19
日　

�

海
外
協
定
校
の
台
湾・開
南
大
学
の

学
長
ら
が
訪
れ
、森
田
潔
学
長
ら
と

懇
談

　

�19
日　

 
コ
カ･
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
が
ス
ポ
ー
ツ

教
育
支
援
金
を
寄
贈

　

�21
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

�

21
〜
24 

日　

卓
球
部
が「
第
66
回
中
国
学

生
卓
球
選
手
権
春
季
大
会
」に
お
い

て
、男
子
団
体
戦
で
優
勝
、女
子
団

体
戦
で
３
位
入
賞

１
日　

�

附
属
中
央
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　

 

本
館
２
、３
階
の
一
部
を
改
修
し
、

岡
山
県
産
の
ヒ
ノ
キ
や
備
前
焼
の

タ
イ
ル
を
使
用
し
た
岡
山
ら
し
さ

あ
ふ
れ
る
空
間
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

�１
日　

 

英
国
に
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
を
開
所

　

�４
日　

�

岡
山
大
学
病
院
が
世
界
初
の
脳

死・
生
体
肺
を
同
時
に
移
植
す
る

“
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
移
植
”
に
成
功

　

�

　

８
日　

�

平
成
27
年
度
岡
山
大
学
入
学
式
、

大
学
院
入
学
式
を
開
催

岡
山
大
学・
大
学
院

の
入
学
式
が
桃
太

郎
ア
リ
ー
ナ
で

開
か
れ
、学
部・

大
学
院
生
ら
計

３
、４
９
６
人

が
入
学
し
た
。

　

�

８
日　

�

ト
ル
コ
の
ト
ゥ
ル
グ
ッ
ト・オ
ザ
ル
大

学
副
学
長
、医
学
部
長
が
森
田
潔
学

長
を
表
敬
訪
問

　

�９
日　

�

徳
永
こ
い
の
ぼ
り
が
特
別
仕
様
の
こ

い
の
ぼ
り
を
寄
贈

　
　
　

 

平
成
26
年
度
学
位
記
等
授
与
式
を

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
体
育
館

（
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
）で
行
い
、学

部
生・
大
学
院
生
ら
計
３
、１
６
２

人
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

�26
日　

�

文
部
科
学
省
の
平
成
27
年
度「
感
染

症
研
究
国
際
展
開
戦
略
プ
ロ
グ
ラ

ム
」に
採
択

　

�27
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�30
日　

�

１
人
乗
り
の
超
小
型
電
気
自
動
車

（
E
V
）「コ
ム
ス
」を
導
入

　
　
　

 

新
た
な
交
通
手
段
の
一つ
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、岡
山
市
の
社
会
実
験

と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る

　

�30
日　

�

U
R
A
執
務
室
ら
が
革
新
的
な
新

規
熱
電
交
換
デ
バ
イ
ス
を
開
発
す
る

「
第
19
回
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

を
開
催

■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
吉
井
大
志
准
教
授
、

ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
の
国
際
共
同
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
キ
イ
ロ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
用

い
て
、
時
差
ぼ
け
回
復
に
関
与
す
る
脳
神
経
細
胞
を

探
索
。
約
14
個
の
神
経
細
胞
が
時
差
ぼ
け
の
回
復
に

重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
米
科
学
誌

「Journal�of�Neuroscience
」
に
掲
載
。

�

（
５
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
石
川
彰
彦
准
教
授
、
原

田
太
郎
講
師
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
岡
山
県
下
に

大
量
に
保
有
さ
れ
て
い
る
「
中
和
シ
ュ
ベ
ル
ト
マ
ナ

イ
ト
」
を
利
用
し
た
農
作
物
へ
の
放
射
能
移
行
抑
制

技
術
を
開
発
。
放
射
能
汚
染
を
受
け
た
土
壌
で
シ
ュ

ベ
ル
ト
マ
ナ
イ
ト
を
施
用
し
て
農
作
物
栽
培
を
行

い
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
作
物
へ
の
移
行
を
半
減
さ

せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。�（
５
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
山
芳
則
教

授
、
表
弘
志
准
教
授
、
外
川
奈
津
子
大
学
院
生
、
自

然
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
の
樹
下
成
信
助
教

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
本
学
が
開
発
し
た
膜
タ
ン

パ
ク
質
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
尿
酸
の
新
規
排

出
タ
ン
パ
ク
質
を
発
見
。
各
臓
器
に
お
け
る
発
現
箇

所
を
明
ら
か
に
し
た
。「Am

erican�Journal�of�Cell�
Physiology

」
に
掲
載
。�

（
５
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教
授
、
菅
倫

寛
助
教
と
中
国
科
学
院
植
物
学
研
究
所
の
共
同
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
光
合
成
で
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
効
率

に
吸
収
し
、
水
か
ら
の
電
子
を
利
用
し
て
二
酸
化
炭

素
を
糖
に
変
換
す
る
た
め
に
必
要
な
還
元
力
を
作
り

出
し
て
い
る
光
化
学
系
Ｉ
複
合
体
の
構
造
を
Ｘ
線
結

晶
構
造
解
析
法
で
解
析
。
２・
８
◦
A
分
解
能
で
立

体
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
科
学
振
興

協
会
（
A
A
A
S
）
発
行
の
「Science

」
に
掲
載
。

�

（
５
月
・
臨
時
発
表
）

　

�

　

�14
日　

�

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
が「
第

48
回
岡
大
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」を

開
催

　

�15
日　

�

異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア

（
R
C
I
S
）の
佐
藤
伸
准
教
授
が

平
成
27
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰（
若
手
科
学
者

賞
）を
受
賞

　

�15
日　

�

自
然
科
学
研
究
科
が「
第
１
回
ナ
ノ

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催

　

�22
日　

�

岡
山
大
学
と
ベ
ト
ナ
ム・フ
エ
大
学

の
修
士
課
程
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム「
岡

山
大
学・
フ
エ
大
学
院
特
別
コ
ー

ス
」の
第
７
期
生
が「
里
親
」企
業
と

対
面

　

�23
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

１
日　

 

心
臓
の
穴
を
閉
じ
て
頭
痛
を
治
す

国
内
初
の
治
療
を
開
始

　

�３
日　

 

岡
山
大
学
経
済
学
会
が
講
演
会「
日

本
経
済
か
ら
見
た
世
界
経
済
、世
界

経
済
か
ら
見
た
日
本
経
済
」を
開
催

　

�３
日　

 

植
物
科
学
研
究
棟
が
竣
工

　
　
　

 

植
物
科
学
研
究
棟
は
旧
管
理
棟

（
２
階
建
て
）を
改
築
し
た
も
の

で
、３
階
建
て（
延
べ
２
、３
６
１

平
方
メ
ー
ト
ル
）に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
。資
源
植
物
科
学
研
究
所
が
保

有
す
る
最
先
端
研
究
機
器
を
集
約

配
置
し
て
、植
物
育
成
室
や
共
同

研
究
ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備・充
実
さ

せ
た
。

　

�23
日　

�

法
科
大
学
院
弁
護
士
研
修
セ
ン

タ
ー
が「
岡
山
権
利
擁
護
研
究
会
」

を
設
立
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よ
り

良
い

広
報

誌
を

作
成

す
る

た
め

に
、み

な
さ

ま
か

ら
の

ご
意

見・ご
要

望
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

取
り

上
げ

て
ほ

し
い

話
題

、質
問

し
た

い
こ

と
な

ど
、何

で
も

結
構

で
す

の
で

、右
記

連
絡

先
ま

で
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
岡

山
大

学
広

報
誌

広 告

岡山大学生活協同組合

その他コミュニケーションシンボルを使った 
グッズはこちら

●
  

 P
o

stscrip
t b

y th
e E

d
ito

r

集編
後記

商品に関するお問い合わせは
岡山大学生活協同組合ピーチショップ��☎ 086-251-7204  まで

▽タオルハンカチ  　540円
▽ USBフラッシュメモリ（２GB）  1,728円
▽日本製ポロシャツ（２種 /４サイズ）  2,376円
▽日本製 T－シャツ（２種 /４サイズ）  4,104円
▽パーカー（３種 /４サイズ）  4,320円
▽合格御守り鉛筆  　216円
▽木製ペントレイ  　756円
▽木製トレイ  　972円

2014～2
015年

　

岡
山
大
学
の
新
グ
ッ
ズ
続
々
―
。
岡

山
大
学
生
協
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ン
ボ
ル
を
あ
し
ら
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
の
企
画
・
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
４
年
目
を
迎
え
た
今
年
も
、

魅
力
的
な
グ
ッ
ズ
が
登
場
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
扇
子
（
２
種
、

各
７
５
６
円
）
は
こ
の
夏
、
一
押
し
。
空

や
海
の
よ
う
な
水
色
を
ベ
ー
ス
に
、
O
U

ブ
ル
ー
で
「
O
K
A
Y
A
M
A
」
を
表

現
し
、
裏
面
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ン
ボ
ル
を
配
置
し
た
。
も
う
一
つ
は
、

大
胆
な
図
柄
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ン
ボ
ル
で
キ
リ
ッ
と
粋
な
デ

ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
や
普
段
使
い
で
も
、
暑
い

夏
に
活
躍
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

　

岡
山
が
誇
る
ジ
ー
ン
ズ

を
生
地
に
使
っ
た
エ
コ

バ
ッ
グ
（
１
、４
０
４

円
）
は
発
売
開
始
以

降
、
人
気
上
位
を

マ
ー
ク
し
続
け
る
。

倉
敷
の
ジ
ー
ン
ズ

メ
ー
カ
ー
と
共
同

開
発
し
、
ジ
ー
ン

ズ
の
作
成
過
程
で

出
る
端
材
を
使
っ

て
製
作
し
た
。
学
生
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
A
４
サ
イ

ズ
の
ノ
ー
ト
や
書
類
が
ぴ
っ
た

り
。
側
面
に
つ
い
て
い
る
ジ
ー
ン
ズ

ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
ス
マ
ホ
や
ペ
ン
が
収
納

で
き
る
。
使
い
続
け
る
こ
と
で
ジ
ー
ン

ズ
の
風
合
い
変
化
も
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ノ
ッ
ク
ビ

ズ（
６
種
／
各
２
、１
６
９
円
）、学
章
バ
ッ

ジ
（
２
種
／
各
１
、６
２
０
円
）
や
シ
ー

ル
３
点
セ
ッ
ト
（
３
２
４
円
）
も
展
開
し

て
い
る
。
生
協
職
員
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

森
田
潔
学
長
や
学
生
ら
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
さ
ら
な
る
新
グ
ッ
ズ
も
計
画
中
。

新
作
に
目
が
離
せ
な
い
。

とコラボ

新グッズご紹介

ジーンズ製のエコバッグ▶

シール３点セット▶フリクションノックビズ▲

◀学章バッジ

▲扇子（２種）

　

�

　

今
年
度
、
い
ち
ょ
う
並
木
の
編
集
長
を
お
引

き
受
け
し
ま
し
た
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の
三

浦
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　

77
号
は
、
女
性
教
員
雇
用
促
進
の
た
め
の

W
T
T
教
員
制
、
女
性
サ
ポ
ー
ト
相
談
室
を
は

じ
め
と
す
る
女
性
研
究
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
な

ど
岡
山
大
学
の
取
り
組
み
を
特
集
。
W
T
T
制

で
採
用
さ
れ
た
女
性
研
究
者
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
卒
業
生
」

と
し
て
総
合
商
社
勤
務
の
O
B
、「
き
ら
り
岡

大
生
」
で
は
桑
の
木
R
A
（
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
）
を
紹
介
。

大
学
の
動
き
と
し
て
３

～
６
月
の
主
な
行
事
等

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
広
報
誌
“
い

ち
ょ
う
並
木
”
で
は
現

在
注
目
さ
れ
て
い
る
教

職
員
・
学
生
に
つ
い
て
、

ま
た
社
会
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
卒
業
生
の
情
報

等
を
発
信
し
て
い
ま
す
。�

　

現
在
、
大
学
で
は
改
革
が
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

の
両
面
で
進
行
中
で
す
。“
い
ち
ょ
う
並
木
”

に
お
い
て
も
、
そ
の
役
割
を
整
理
し
、
誌
面
等

の
刷
新
を
図
る
必
要
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
形
は
と
も
あ
れ
、
広
報
誌
と
し
て
の
重

要
性
は
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
や
す
い
誌
面
作
り
に
向
け
、
学
内
外

を
問
わ
ず
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

環
境
生
命
科
学
研
究
科
教
授　
三
浦　
健
志

　

�

　

今
春
、
岡
山
大
学
の
広
報
体
制
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。�

　

そ
の
名
も
「
広
報
・
情
報
戦
略
室
」。
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
等
の
情
報
発
信
に
加
え
、
情

報
の
収
集
や
分
析
、
提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。

広
報
戦
略
本
部
の
設
置
や
、
英
語
版
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
情
報
発
信
機
能
の

強
化
な
ど
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ち
ょ
う
並
木
77
号
は
当
室
に
と
っ
て
初
め

て
と
な
る
発
行
で
す
。
表
紙
写
真
は
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
中
央
図
書
館
で
撮

影
し
ま
し
た
。
撮
影
し
た
エ

リ
ア
は
２
階
の
サ
ル
ト
フ
ロ

レ
ス
タ
（
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
飛

翔
の
森
」）。
岡
山
県
産
の
ヒ

ノ
キ
を
使
用
し
て
お
り
、
落

ち
着
い
た
空
間
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
の
香
り

漂
う
空
間
で
行
わ
れ
る
知
の

営
み
や
交
流
の
様
子
を
写
真

に
収
め
ま
し
た
。�

　

在
学
生
紹
介
で
登
場
し
た
「
R
A
（
レ
ジ
デ

ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）」。
初
め
て
聞
い
た

と
い
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

R
A
は
、
国
内
外
の
大
学
で
も
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
て
、
学

生
た
ち
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　

今
後
も
、
魅
力
的
な
誌
面
作
り
を
展
開
し
、

岡
山
大
学
の
研
究
や
教
育
活
動
な
ど
を
広
く
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

広
報
・
情
報
戦
略
室　
編
集
担
当


